
 

 

 

 

 
学校長 中野瑞枝  

 

 

 

 

春うららかな陽気の４月7日、午前中に2，3年生の始業式、午後から新入生の入学式が行 

われました。2，3年生の生徒は、今年は桜の花びらが舞う中、新クラス名簿をもらいました。 

進級する期待と不安を胸にしながら、新しい教室で友と一緒に歓喜の声をあげる様子は、新年度 

の風物詩となっています。思えば、2年前は、発表の翌日から緊急事態宣言で休校になりました。 

まずは、今年も4月の風物詩を見てスタートできることに幸せを感じています。 

さて、今年度は、1年生９５名を迎えて2年生９９名、3年生9２名、生徒総数286名でスタートしました。入学式

は、各家庭保護者1名とPTA会長のご出席をいただき実施しました。新入生が、大変穏やかで落ち着いてしっかりと話

を聴く姿を見て、ご家庭の躾と小学校からのあたたかなご指導、地域のご支援を受けてすくすくと生徒が成長しているこ

とを実感しました。また、新入生代表の言葉が、立派で大変頼もしく思いました。教職員一同、あらためて、心を引き締

めてまいります。よろしくお願いいたします。  

 

令和４年度のスタートです！！～4月 7 日入学式～ 

                                  

 

 

土曜参観には、1時間目から保護者の皆様に多数お越しいただきありがとうございました。2年ぶりの土曜参観に授

業に向かう先生たちも緊張しているように見えました。昨年度からクロームブックの導入と新教育課程の実施、3観点

評価になってから授業も大きく変わりました。生徒が主体となって取り組む内容が多く、クロームブックを使って映像

で説明したり、自分の考えをグループで意見交換したりする内容が増えています。静かに座って先生の話を聞くだけの

授業は少なくなりました。久しぶりの授業参観の様子が、ワイワイと各教室で活動している授業が多くあったことに、

驚かれた保護者もいたのではないかと思います。生徒が自分の考えをもって話し合いができること。また、他者の考え

を聞いて、自分の見方を広げ、考え方を深めていく能力を身につけること。これらは、育成したい資質能力として授業

で見とる評価の一つになっています。 

学校説明会は、各教室でテレビを通して行われました。学校教育目標に向けての取組や令和4年度の重点目標「たく

ましくしなやかな心の育成」について話をしました。困難なことや頑張っても上手くいかないことなどがあっても、「へ

こたれずに考え方の角度を変えるなど柔軟な見方や考え方もできるようにして諦めずに進んでいこう」という視点に重

点をおいて取り組んでいきます。様々なところで生徒に声をかけて励まし、生徒の良い面を伸ばし成長を図っていきた

いと思います。保護者の皆さまと学校の連携はとても大切だと思っています。何かございましたら、学校へご連絡くだ

さい。 

また、地域連携事業や小中連携で取り組む「あいさつ運動」なども継続し、地域の中で構築していきたいと思ってい

ます。保護者の皆様のご支援・ご協力いただきますようお願いいたします。 

                                                          

校長 中野 瑞枝 

令和４年度土曜参観・保護者学校説明会・学級懇談会  4 月 16 日（土） 

～省略～ 私は、今までとは違う新しい生活に期待と希望で胸がいっぱいです。特に部活動や新しい友達づくりを頑張りたい

と思います。そして、自分のことを自分で決めることができる人になりたいです。～中略～自分の行動に責任をもち、自ら道を

開いていけるような人になりたいです。そのような充実した学校生活を送ることができるよう健康に特に気をつけて過ごして

いきます。また、先輩方が今まで築き上げてきた芹が谷中学校の伝統を受け継ぎ、これからの 3 年間が実りあるものになるよ

う努力を積み重ねていきたいと思います。～中略～最後になりますが、私は、95名の心強い仲間に出逢えたことを嬉しく思い、

感謝しています。芹が谷中学校の良いところを沢山取り入れ悔いのない中学校生活を送ることができるよう、仲間と共に好奇

心をもって全力で取り組み、未来へ突き進んでいくことを誓って入学の言葉といたします。 （新入生代表の言葉より抜粋） 

新入生代表生徒
「誓いの言葉」
堂々と立派でし
た。 

 


